
「栄光の教会を、ご自分の前に立たせるため」エペソ５：２６－２７ １７・１０・１ これまでの、まとめ＝「病める時も貧しい時も、どんな時も相手を真実に愛します」と神に誓った結婚式の後、お互い、相手の欠点、批判したい点が見えてくる。 その時こそ、自分の愛では無理。主から愛をいただいて、主が、まず、罪だらけの自分を愛して下さった恵みを感謝し、互いに愛し合い仕え合う。 結婚には、神からの秩序（従う面）と愛（寛容）が必要。 夫と妻の間に主の愛の補給が必要＝礼拝とディボーションは補給の時。  Ⅰ キリストは花嫁である教会（私達、キリスト者の集まり）に大きな関心を持っておられる。 主は教会（花嫁）を見ておられる。教会に対する主の関心、愛、誇り。これが教会に対する花婿なるキリストの愛の特徴。教会をご自分にとり栄光の教会として迎えることが出来るように願っておられる。これこそ、花婿キリストと花嫁教会との関係。主は、ご自分の花嫁である教会のために、一切の事を成さる。主は、私たち一人一人を愛しておられると同時に、キリスト者の集まりである教会を花嫁として命をかけて愛しておられる。主の愛は、受けたいという欲望に支配されるよりも、むしろ与えたいというアガペーの愛。花婿である主のほうから花嫁である教会（私達）に愛を示された。私達の益の為に与える事を考える愛。 キリストと教会の関係は、夫と妻の関係の目標。 最終的には、奥義としての関係である結合に進む。：３１。  Ⅱ キリストの教会（私達）への愛、態度の 3 つの点。  １．主が花嫁である教会の為にすでに、して下さった恵み＝主は教会を愛し、教会の為にご自身をささげられた。十字架で私達の罪の為に死なれた：贖いの恵み。 「神がご自分の血をもって買い取られた（贖い）神の教会」（使徒 2０：２８）。 主は、教会を花嫁として迎える前に、永遠の滅びから買い戻す必要があった。私達は、教会に属する前に、救い出され、贖われ（買い戻され）なければならない。そうして下さった恵みを主に感謝したい！主は、ご自分を無にして、教会（私達）を愛し、教会を贖おうと、ご自分の事ではなく、教会（私達）の事を考え、身代わりに死なれた。私達が、互いに愛する事、隣人を愛する事が難しくなる時、いつでも、愛の主のもとに行きたい。常に、主なる神からアガペーの愛（犠牲を喜んで払い愛する）を受け続け、その愛に留まり、主の愛で愛し合う。  2．その愛ゆえに、主が今も教会の為に成し続けておられる恵み＝ 「みことばにより、水の洗いをもって、教会をきよめて聖なるもの（聖別）とするためであり」 ：２６。 主が教会（私達）の為に、ご自身をささげられた目的＝ ①罪の赦し、さばきと地獄からの解放。贖い、義認の恵み。 ②教会（キリスト者の集まり）が聖められ続ける事＝聖化の恵み。 主が、教会をご自分の血により滅びから買い戻されて終わりではなく、今も教会（キリスト者の集まり）を聖め続けておられる！私達が、主の御言葉に従おうとしないなら、神は、別の方法で私達、



教会を洗い聖め続けられる。 「霊の父は、私たちの益のため、私たちをご自身の聖さにあずからせようとして、懲らしめる（痛みや事が上手く行かない事等を通して罪に気付かせ神に立ち返るように導かれる）のです」 （へブル１２：１０）。 神は、私達の罪の隠れ場所に光を当て、汚れと恥ずべき事を除き、私達を聖められる。 「水の洗いをもって」＝洗礼、バプテスマ：霊的事実、恵みを表す、象徴する聖なる儀式。 それが表すもの＝ ①主の十字架を自分の罪の為と信じる信仰により刑罰から救い出された、罪責から洗われた恵み。主の十字架の血による聖め。 ②聖霊によりキリストに私達が霊的に結合されたという事実の恵み。主を信じ赦され主と結合し、その恵みを表すバプテスマ、洗礼を受け、キリスト教会の会員に受け入れられる。 「みことばにより」＝神の聖化の働きは、みことばによりなされ、御聖霊がみことばを用いて、私達の内に聖化の業をされ続ける。 みことばは、聖霊により理解され、聖霊はみことばを用いられる。すべての霊を信用してはならない。聖書のみことばで吟味すべき（Ⅰヨハネ４：１）。 私達、教会を聖いものにするのは、66 巻の聖書全体。旧約新約すべて必要で神が与えられた。見事なバランスある霊的な栄養。聖書全体を読み味わいたい。 ３．主の御業の将来の完成、栄化＝ 「ご自身で、しみや（罪のしみ、汚れ）、しわや（罪による機能の減退）、そのようなものの何一つない、聖く（積極的に聖い）傷のない（罪のない、主の義）ものとなった栄光の教会を、ご自身の前に立たせるためです」：２７。 花婿なる主が、花嫁である教会をご自身の前に立たせる日（再臨の日）、その瞬間を待ち望んでおられる。その日「ご自身の栄光のからだと同じ姿に変えてくださる」ピリピ３：２１。 私達個人個人に、そして全体としての教会も、主の御姿の栄光を受け罪がなくなる！最高の楽しみ！ 罪のない自分、教会、世界は、いかに素晴らしい事か！ 主は、栄化された花嫁である教会を全被造物に見せたい！花婿が花嫁を誇りに思い、家族、友人に紹介したい思い。花嫁である私達も最高の花婿キリストを愛し、誇り喜ぶ。 「私たちは喜び楽しみ、神をほめたたえよう。小羊の婚姻の時が来て、花嫁はその用意ができたのだから。花嫁は、光リ輝く、きよい麻布の衣を着ることを許された」黙示録１９：７，８。 「小羊の婚宴に招かれた者は幸いだ」黙示録１９：９。 主を信じ主の教会の会員となり、主の花嫁なる教会として愛され聖められ続けている幸いを感謝します。 主の花嫁にふさわしく聖め続けて下さい。 主の日を待ち望みつつ互いに夫婦としても、教会員同士でも愛し合う者として下さい。 主の愛と聖さをいただいて、互いに聖められ合い、主の姿に成長する交わりが持てますように！ 


